
学校教育目標 自分らしくかがやこう

高等部教頭

普通学級 ４６人

重複学級 ５人

新潟県立月ヶ岡特別支援学校

高等部～普通学級・重複障害学級・職業学級～

0256-33-5807
〒955-0803 三条市月岡4935

三条パール金属スタジアムから車で３分

高等部学部目標 社会の中で生きていこう

当校は、主に知的障害のある児童生徒が学んでいる学校です。小学部、中

学部、高等部の３学部があり、合わせて約２２０人の児童生徒が共に学んで

います。

高等部を卒業すると、ほとんどの生徒は社会人になります。それぞれの目

指す進路実現に向けて、生徒の課題に応じたコース別学習を行っています。

職業学級 １３人

高等部計 ６４人

高等部卒業生の約２～３割の生徒は、企業

などへ就職しています（主に、職業学級の生

徒）。普通学級、重複障害学級の生徒は、主

に障害福祉サービス事業所へ通所し、それぞ

れのペースで働いたり、活動に取り組んだり

しています。

卒業後の進路

福祉就労
（福祉サービス等利用）

企業などへの就職
２～３割

お問い合わせ先

種別 サービス名称
令和６年度 令和７年度

普通 職業 重複 普通 職業 重複

障がい福祉
サービス

生活介護 ２ １ ９ ４

自立訓練 ４ １

就労継続Ｂ型 ９ ７

就労移行 ２ １ １

５

企業など １ ８ ７

その他（在宅、職業訓練校など） １ １

職業学級体験会・相談会（中学３年生対象）７月末

高等部進学までの流れ

第１回オープンスクール（中学３年生対象）６月

個別進路相談（中学３年生対象）９月～１２月

第２回オープンスクール（中学１，２年生対象）１０月

高等部入学者選考１月下旬

高等部入学願書提出１月中旬



生きる力につながる ４つの視点

さまざまな作業体
験を行い、「働く意

欲」と「職業技能」

の向上を目指したり、

ビジネスマナーを身

に付けたりします。

はたらく

高 等 部 の 教 育

買い物学習や食生

活の学習などくらし

にかかわる学習に取

り組み、生活スキル

の向上を目指します。

くらす
余暇活動や公共施

設の利用などに取り

組み、余暇の活用や

公共施設の利用マ

ナーなどを学びます。

たのしむ
他者とのかかわり

の幅を広げ、コミュ

ニケーションスキル

やかかわりのマナー

などを身に付けます。

かかわる

将来の生活を想定し、家
庭や地域、職場で必要な力
を身に付けるために、机上
学習にとどまらず、体験的
な活動を積み重ねていきま
す。

２ 体験的な学習
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年間行事予定

「製造」「流通・事務補助」「小売・介護」

「清掃」の４つの職種を選定し、働くことに関

する基礎知識や技能の習得を目指して取り組み

ます。

特に心身の調和的発達の基盤を培うことを大

切にして、「自立活動」を中心とした教育課程

を編成しています。一人一人の教育的ニーズを

把握し、そのもてる力を高め、生活や学習上の

困難を改善又は克服できるよう日々取り組んで

います。普通学級には、様々な
実態や課題のある生徒がい
ます。個に応じた指導、支
援や卒業後の進路希望に応
じたコース別学習をを展開
しています。

１ コース別学習

⑴ 製造業

金属部品の加工、検品、梱包

⑵ 小売・サービス

容器の洗浄、商品の品出し

⑶ 介護・福祉

施設内外の清掃、介護補助

企 業

２年生から年２回、職場
実習を実施しています。実
習を通して、自分の適性を
考え、進路希望先の選択、
決定ができるように支援し
ます。

３ 職場実習

【作業】

・受託作業（箱折り、シール貼りなど）

・自主製品製作（食品、手芸など）

【その他】

・体力づくり

・レクリエーション など

障がい福祉サービス事業所

Ｃコース Ｄコース

生活スキルと就労スキルの両面を育む

普通学級

より実践的な就労スキルを育む

職業学級

自立活動を中心とした教育課程

重複障害学級

職場実習や進路先における作業・活動例

普通学級は、卒業後の進路希望や生徒の実態に応じて、２つのコースに分かれて学習に取り組ん

でいます。卒業後の進路先としては、Ｃコースは「生活介護」「就労継続支援Ｂ型」、Ｄコースは

「自立訓練」「就労継続支援Ｂ型」「就労移行支援」の事業所に通う生徒が多いです。いずれの

コースも生活スキルと就労スキルの両面を育みますが、Ｄコースは就労スキルの比重が、Ｃコース

より多くなります。
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